















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































たのでしょうか。鷗外は1922（大正11）年 7 月 9 日午前 7 時に60歳で亡く
なっています（漱石は，それより早く1916年（大正 5 ）年に49歳で亡くなっていま
す）。





























































































勃発，1932（昭和 7 ）年 2 月血盟団事件井上準之助蔵相ら暗殺， 3 月満州
国建国宣言，同年 5 月 5 ．1 5 事件犬養首相暗殺，1935（昭和10）年天皇














のあり」（1932（和 7 ）年 3 月。西田幾多郎全集第 4 刷・第18巻，19巻所収の書
簡番号七一八）。
「我が国の皇室というものが，反動的な思想勢力と結びつくという事
160
流経法学　第18巻 第 1号
はこの上なき危険のことと存じます」（1932（和 7 ）年11月・同書簡番号
七五八）。
西田幾多郎は，1928（昭和 3 ）年京都帝国大学を退官した後，1945年敗
戦直前の 6 月に亡くなるまで鎌倉に居を移します。上記は，鎌倉居住時の
西田の書簡の抄です。誰に宛てた書簡の一部か確認したい方は，直接全集
にあたってください。ここでは，上記のいずれも，上田閑照編『西田幾多
郎随筆集』（岩波文庫・1996年）「Ⅶ書簡抄」374頁から引用しました。
8 ．結　語
明治維新以降の日本の上からの「近代化」の過程において，その問題点
を鋭く洞察し警鐘を鳴らした，鷗外や漱石をはじめ，ここであげたその次
の世代である西田，そのほかにもすぐれた見識のある人々は決して少なく
なかったと思います。しかし，時代の流れは，それら洞察者が危惧した方
向へと向かい，それを止めることはできませんでした。
ここから後世の，しかし，彼らの時代と地続きの現代に生きる我々が，
何を学びその人生や生活に活かしていくべきか。少なくとも，我々大人が，
あわただしい日常に振り回されるだけに終わらないで，こうした歴史や，
歴史の背景をもつ先人の文学や小説その他の仕事のことを思い出し，ある
いは，新たに知る努力をし，若い人たちと少しでもそうした話をする機会
を持つことに努めるべきでしょう。私もそうしたいと思っています。
ともあれ，歴史を，特に直接的に現代につながっている「近代・現代
史」については，とおりいっぺんではなく，繰り返し繰り返し「きちんと
知る努力をする」ことが重要でしょう。その際，その時代を反映したすぐ
れた文学作品を読むことの重要性を，今回あらためて痛感しました。私は
一法学徒にすぎませんが，「法学」を本当の意味で学ぶには，歴史（もち
ろん，それは政治史だけではなく経済史や広い意味での思想史・学問史も
森鷗外小論
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含まれます）や文学などの，いわば「人文学」の重要性は，強調しても強
調しすぎることはないように思います。仮に，「人文学」が，大学教育に
おいて軽視されるとすれば，それ自体が「危険」なことであると，もし鷗
外が生きていれば警告を発するに違いありません。
以　　上
